
．．山ｕＥ．

町建設

工事など

ナＩ

指名願の受付け
町やは、昭和51年度に水巻町が発注する建設工事、測量、

調査業務の入札、見積りに参加希望されるかた

領で受付けますので申込みください。

3

禦

福

水

月
3

5　2　号Ｌ’
月10　日・25　日

開
巻

県　遠　賀　郡
町　発　行

脅威戯貌
一
雨
ご
と
に
暖
か
さ
を
増
し
、
朝
・
夕
は
冷
え
込
ん
で
も
昼
に

な
れ
ば
す
っ
か
り
小
春
日
和
。

遠
賀
川
の
川
原
に
は
、
柔
か
な
春
の
陽
ざ
Ｌ
を
求
め
て
、
家
族

で
つ
く
し
狩
り
を
楽
し
む
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

∴

■

　

、

つ

く

し

狩

り

を

楽
し
む
家
族
づ
れ

町の人口

（51年2月未現在）

人　口　24，261

男11，735

女12，526

世帯数　7，198

ヽ

一年

（9受付期間　4月1日～15日

㊥受付場所　役場総務課財政係

㊥資　　格　町内に営業所を有する私人及び法人

建設工事入札参加資格審査申請書の様式及び、入札参加の

資格などくわしいことは、役場財政係におたずねください。
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第
一
回
環
境
浄
化
研
究
会
が
開
か
れ
る

二
月
十
七
日
、
古
賀
区
の
学
習
等
供

用
施
設
で
、
水
巻
町
で
は
初
め
て
の
青

少
年
の
健
全
な
育
成
・
保
護
の
た
め
の

研
究
協
議
会
が
、
福
岡
県
と
水
巻
町
の

共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
の
万
策
と
し

て
、
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
悪
影
響
を

排
除
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
押
し
進
め
て
行
く
た
め

の
研
究
協
議
会
で
、
九
大
の
遠
藤
辰
雄

教
授
に
よ
る
「
青
少
年
の
問
題
に
つ
い

て
」
の
講
演
や
、
水
巻
町
青
少
年
問
題

協
議
会
専
門
委
員
で
あ
る
下
田
寅
雄

氏
、
ま
た
、
福
岡
県
青
少
年
育
成
推
進

指
導
員
で
あ
る
川
北
蒐
秀
氏
に
よ
る
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
青
少
年
の
非
行
化
問
題
が
取

り
あ
げ
ら
れ
非
行
化
に
つ
な
が
る
問
題

点
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
誤
っ
て
伝

え
ら
れ
や
す
い
性
知
識
の
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
意

影
響
を
与
え
る
ポ
ル
ノ
映
画
や
、
低
俗

化
し
た
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
つ
い
て
論

議
が
集
中
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
や

婦
人
会
の
か
た
た
ち
百
名
余
り
が
集
ま

り
討
議
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
最
近
の

福
間
町
で
の
少
年
に
よ
る
殺
人
事
件
に

刺
激
さ
れ
て
か
、
全
員
が
真
剣
に
こ
の

間
踵
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

青
少
年
の
保
護
と
正
し
い
育
成
は
、

第
一
に
家
庭
円
で
の
親
子
の
会
話
が
必

要
で
す
。

青
少
年
を
正
し
く
育
成
す
る
と
と
も

に
、
明
石
い
町
づ
く
り
の
だ
め
に
も
、

家
族
ぐ
る
み
、
ま
た
地
域
ぐ
る
み
で
こ

れ
を
阻
害
す
る
意
影
響
を
排
除
し
ま
し

ょ
う
0

（別表Ⅱ）単位：円（年収（）内は月収）

青
少
年
育
成
の
対
策
に
つ
い
て
講
演

す
る
九
州
大
学
の
遠
藤
辰
雄
教
授

1－　．ｒ 入 居 者 を 募 集十　　十
十
＋↓，’十才

減堪㌫草

町では、吉田団地の耐火構造5階建、簡易耐火構造2階建、

．及び二、下二、吉田垣添、猪熊団地の解和51年度空屋町営住宅

入居希望者の募集を行います。希望されるかたは、早めに申込

みください。
し

㊥
申
込
み
受
付
期
間

5

1

年

3

月

1

0

日

～

3

月

2

3

日

㊥
申
込
用
紙
の
交
付
と
場
所

役
場
住
民
係
（
3
月
1
0
日
か
ら
）

㊥
申
込
み
先

役
場
住
宅
課
住
宅
管
理
係

㊥
申
込
み
資
格

①
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内

に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
こ
と
。

㊥
　
す
で
に
同
居
し
、
ま
た
同
居
し

ぜ
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出

を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻

関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
、

そ
の
他
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）

㊥
　
現
在
、
住
宅
に
因
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。

④
　
別
表
Ⅱ
に
か
か
げ
る
基
準
の
収

入
で
あ
る
こ
と
。

㊥
入
居
者
の
決
定

町
長
が
、
入
居
者
の
資
格
な
ど
を

調
査
し
、
住
宅
困
窮
度
に
応
じ
公
開

抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
－

申
込
み
は
、
一
世
帯
で
二
戸
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
ど
の
種
嬢
に
申
込
む
か
を

決
め
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
受
付
け

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

種

別
収入基準

扶 養 家 族

0 人
ク
1人

ク

・2 人

ケ
3 人

ク
4 人

第

65，の0円 1，測1，％9 1，㊥3，9 9 1，訂7，鱒9 2，15 1，鰯9 2，彪5，％9

種
以下 （ユ牌，4野） （1刀，6係） （1茄，4錮） （179，333） （2（辺，1伍）

第
36，㈲0円 幻2，個0 1，124，仰0 1，％1，労9 1，6 5，竹9 1，盟9，鮨9

種
以下 （77，伍6） （93，駈6） （113通 ） （137，9湘） （1伽，83 ）

申込

・みの

麺類

拭地名
建設

畢

種

別
構　 造 間　 取　 り 家　 賃

入居

見込

み

戸数

入　 居

予 定 日

ＬＪ・
1 吉　 田

46年

Ｉ

49年

1

2
種
混
Ａ
ロ

中　 耐

5 階建

6・6・ＤＫ

6・45・3・ＤＫ

6，5的円

Ｉ

7，1㈲円

5戸

51年4月

Ｉ

詑年3 月

Ｉヽ●

2 吉　 田

舶年

Ｉ

49年

2
種

混
合 ・

簡　 耐

2 階建

6・3・4ふＫ

45・4．5・45・Ｋ

3，鍬）円

！

5，㈲0円

5戸

51年4 月

1

52年3 月

3

初年
．1 木造平 6・45・3・Ｋ

2，誕Ｘ）円

7戸

51年4 月

下　 二

垣　 添

頃　 未

猪　 熊

Ｉ

41年

種 筒耐平 6・6・ＤＫ Ｉ

3，7㈲円

！

52年3 月

30年

＼1

41年

2

撞

木造平

帯封平

6・45・Ｋ

6・4ふＤＫ

1，㈱ 円

†

2，弧）円

7 戸

51年4 月

～

52年3 月

′、
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差

別

の

な

い

明

る

い

町

を

二
同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
よ
う
　
用
リ

（
同
対
審
答
申
か
ら
）

教
育
問
題
に
関
す
る
対
策

同
和
問
題
の
解
決
に
当
っ
て
教
育
対

策
は
、
人
間
形
成
に
主
要
な
役
割
を
果

す
も
の
と
し
て
と
く
に
重
要
視
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
に
は
民
主

主
義
の
確
立
の
基
礎
的
な
課
題
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
同
和
教
育
の
中
心
的

課
題
は
法
の
も
と
の
平
等
の
原
則
に
基

づ
き
、
社
会
の
中
に
頼
づ
よ
く
残
っ
て

い
る
不
合
理
な
部
落
差
別
を
な
く
し
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
貫
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
教
育
で
は
、
教
育
を
受
け
る

権
利
お
よ
び
教
育
の
機
会
均
等
に
照
ら

し
て
、
同
和
地
区
の
教
育
を
高
め
る
施

策
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
個
人

の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
合
理
化
精
神
を
尊

重
す
る
教
育
活
動
が
積
極
的
に
、
全
国

的
に
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
　
同
和
教
育
に
つ
い
て
の
基
本
的
指

導
方
針
の
確
立
の
必
要

人
権
尊
重
の
民
主
主
義
教
育
の
推
進

が
、
地
域
格
差
の
解
消
に
役
立
つ
こ
と

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し

戦
後
の
民
主
教
育
が
そ
の
方
面
に
効
果

を
あ
げ
つ
つ
も
、
今
日
、
依
然
と
し
て

恥
ず
べ
き
差
別
が
日
本
の
社
会
に
厳
と

し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
反
省
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
の

精
神
に
の
っ
と
り
基
本
的
人
権
尊
重
の

教
育
が
全
国
的
に
正
し
く
行
な
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
展
開
の
過

程
に
お
い
て
は
地
域
の
実
情
に
即
し
、

特
別
の
配
慮
に
基
づ
い
た
教
育
が
推
進

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ

は
、
同
和
地
区
に
限
定
さ
れ
た
特
別
の

教
育
で
は
な
く
、
全
国
民
の
正
し
い
認

識
と
理
解
を
求
め
る
と
い
う
普
遍
的
、

教
育
の
場
に
お
い
て
、
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

㊥
　
教
育
行
政
機
能
の
積
極
性

国
の
指
導
方
針
の
不
明
確
の
現
状
は

教
育
委
員
会
な
ど
の
対
策
に
お
い
て
著

し
い
格
差
を
生
じ
、
そ
の
影
響
は
義
務

教
育
段
階
に
お
い
て
と
く
に
著
し
い
。

こ
の
よ
う
な
格
差
の
あ
る
教
育
行
政
の

存
在
は
同
和
地
区
解
放
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

全
国
的
に
均
衡
の
と
れ
た
行
政
体
制

の
確
立
が
要
望
さ
れ
る
。

㊥
　
同
和
教
育
指
導
者
の
不
足
と
充
実

同
和
教
育
は
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
さ
ら
に
家
庭
教
育
を
ふ
く
め
た
す

べ
て
の
教
育
の
場
で
進
め
ら
れ
る
。

地
区
と
一
般
区
の
別
を
問
わ
ず
、
同

和
問
題
に
関
し
て
深
い
認
識
と
理
解
を

．一、

も
つ
指
導
者
の
不
足
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
学
校
教
育
に
せ
よ
、
社
会
教
育

に
せ
よ
、
熱
意
の
あ
る
指
導
者
の
存
在

す
る
と
こ
ろ
が
、
同
和
教
育
は
行
届
い

て
い
る
と
い
え
る
。

と
く
に
解
放
の
基
礎
と
な
る
生
活
と

文
化
を
高
め
る
た
め
に
、
指
導
者
の
必

要
性
が
痛
感
さ
れ
る
。

④
．
政
府
機
関
相
互
の
連
絡
の
謝
整

あ
え
て
、
同
和
教
育
ば
か
り
を
い
う

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
く
に
同
和

対
策
関
係
諸
官
庁
の
横
の
連
絡
に
は
、

欠
陥
が
多
い
。
長
欠
、
不
就
学
の
処
置

は
、
厚
生
省
の
生
活
保
護
な
ら
び
に
社

会
保
障
と
の
関
連
を
必
要
と
し
、
申
高

卒
の
就
職
は
、
進
路
指
導
に
と
も
な
っ

て
、
労
働
省
関
係
の
職
業
訓
練
、
就
職

斡
旋
と
関
係
す
る
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
青
年
、
婦

人
団
体
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
隣
保
館

な
ど
の
福
祉
施
設
と
、
公
民
館
、
集
会

所
と
の
関
係
な
ど
調
整
を
要
す
る
部
面

も
少
な
く
な
い
。

－たき火による火事をなくそう－

＼＼Ｉ！

＼ノー　　ァ〆－

タ
キ
火
巳
南
山
′

し

たき火から火事になった原因を見てみる

と、ちょっとしたすきにたき火が周囲に燃え

広がって火事になったり、火の粉が飛び火し

て火事になる場合が多いようです。

とれから春先にかけて空気が乾燥し、季節

風などによって大火になりやすい時期です。

たき火には十分注意しましょう。

・一度にたくさんの物を燃やさないようにし

ましょう。

・転ず消火挙や水バケツなど、消火の準備を
－

しましょう。
ｌ

、ナ1㌧！・・たき火が終ったら必ず消えたことを砕めま
▲しょう。．Ｉ；！

ｌ・たき火のそばから離れないようにしましょ

う。

・火事と間違いやすい煙や火炎を出すおそれ

碑る行為をしすうとする場合は予め消防
署に届け出ましょう。

－お　　礼－

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申しあ

げます。

正広　殿

正刀　殿

久幸　殿

原
　
元
　
原

中
　
安
　
栗

殿
　
殿
　
殿

讐
這

健原
　
元
　
原

中
　
安
　
粟

故
　
故
　
故

吉田ノ三

吉田ノ二

樋　口

已竺空霊忘‾‾ふよ二三‾‾」
水巻町教育委貞会では、今年の4月に小学校の1年生に就学

する児童の保護者に、2月24目付で就学通知状を郵送していま

すが、まだら通知状の届いていないかたは、水巻町教育委員

会（雷691－0403）にご連絡ください。
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□
　
発
行
人

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1

冷
　
隼
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社

11、

3月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊
2日　頃末、ヨ若ｆ指

3日　辟ノ開県住、吉田片山、ヌメリ石、召若
熊

4日　鯉口、細輪地、軍返し、樋口
5日　垣添、中央区、伊左座、立屋敷、高松

区、三ツ頭区、樋口

6日　中央区、緑風園、吉田本村、車返し、
二、高松区、三ツ頭区、猪熊

8日　吉田川端、月夜待、吉田商店街通、頃
末（15．18・25区）古賀、机

9日　吉田県道筋、吉田大橋、樋口、卯月
10日　二町住、‾Ｆ二町住、猪熊
12日　机社宅、古賀、机
13日　宮ノ下、吉田団地、墳末（6・11・14

区）
15日　吉田団地

16日　吉田団地、頃末（15．18．25区）、松
栄荘、美音野

ワ日　伊左座、吉田本村、二、下二、頃末
、　　（15．18・25区）、松栄荘、美吉野
18日　頃末（15．18・25区）、松栄荘、美吉

野、頃末（6・11・14区）
19日　猪熊町住

22日　みずほ、古賀県住
23日　みずほ、古賀区、　頃末（6・11．14

区）
24日　みずほ、幼稚園1塗り、頃末（6．11．

14区）、古賀区

日
．
日
　
日
　
日
　
日
　
日

5
．
6
　
7
　
9
　
0
　
1

2
　
2
　
2
　
2
　
3
　
3

幼稚園通り、梅ノ木区、古賀区
梅ノ木区、鯉口区
梅ノ木区、鯉口区

届引指、樋口
ヽ

猪熊、頃末（6・11・14区）
ヨ菖熊、古賀

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
3
月
1
9
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
育
児
相
談
指
導
、
身
長
、
体

重
測
軍
家
族
計
画
相
談
指
導

（
器
員
、
薬
品
も
若
干
準
備
し
て
い

ま
す
）

高
血
圧
教
室

◇
日
時
　
3
月
1
7
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
蚕
室

◇
内
容
　
減
塩
食
の
調
理
実
習
、
試
食

五
十
年
度
の
反
省
と
五
十
一
年
度
の

希
望
聴
取

母
　
親
　
学
　
級

◇
日
時
　
3
月
1
・
8
・
1
5
日
　
時
間

は
い
ず
れ
も
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

◇
会
場
　
役
場
西
別
館

◇
内
容
　
妊
額
の
成
立
か
ら
育
児
ま
で

及
び
家
族
計
画

婦
人
が
ん
集
団
検
診

◇
日
時
　
3
月
2
4
日

受
付
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
3
時
3
0
分

◇
料
金
　
五
百
円
（
町
・
国
保
千
三
百

円
を
補
助
）

◇
受
診
受
付
者
数
　
百
十
人

◇
受
付
期
間
　
3
月
1
5
日
～
1
9
日

◇
申
込
場
所
　
役
場
厚
生
課
衛
生
係
に

五
百
円
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
者
は
先
着
百
十
名
で
締
切

り
ま
す
。

身
障
者
は

西
鉄
の
運
賃
が
割
引
に

身
体
障
害
者
の
か
た
で
、
西
日
本
鉄

道
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
提
出
す
れ
ば
運
賃
が
割
引
き

所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
と
椚
税
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
も
う
お
済

み
で
す
か
。

申
告
の
必
要
な
か
た
で
、
ま
だ
済
ん

で
い
な
い
か
た
は
税
務
署
の
他
、
役

場
、
税
理
士
会
、
税
務
相
談
所
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ

い
。
申
告
に
必
要
な
主
な
添
付
事
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
雑
損
控
除
損
害
を
受
け
た
財
産
の

明
細
書
や
証
明
書

・
医
療
費
控
除
　
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書

・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
控
除

支
払
保
険
料
の
講
明
書

・
住
宅
販
得
控
除
　
建
築
確
認
通
知
芋

の
写
し
、
登
記
薄
勝
本
、
住
民
票

そ
の
他
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
源

泉
徴
収
票
を
、
ま
た
、
翌
日
に
は
印
鑑

が
必
要
で
す
か
ら
持
参
く
だ
さ
い
。

日　ゆっ　く　り走って

」衰近折尾署管内のほとんどの幹線道路で、制限速度を60キ
ロから40キロに落していますが、　これには4つの理由があり
ます。
（力ｌ　王事は速度を出せば出すほど事故を起しす危険ノ性がゴ曽大し、革

、毒故を避ける昭力が落ちるからです。速度を落していれば、被
害を最′ｊヽ限にくい止めることができます。

（9　40キロが車の経済速度で、最小の消費豆で最大の効果で走
ることができます．

③　自動車から誹出されるガスは、光化学スモッグなど大気汚
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＿

ｔ
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・
申
告
と
納
税
は

3

月

1

5

日

ま

　

で

に
な
り
ま
す
。

電
車
は
北
九
州
緑
と
福
岡
線
、
バ
ス

は
全
線
、
ま
た
筑
豊
電
鉄
も
同
じ
振
り

扱
い
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
定
期
・
往
復
・
特
殊
の
各

乗
車
券
、
電
車
の
回
数
券
購
入
の
と
き
・
、

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
運
雲
割
引
証
を
堤
、

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
者
の

割
引
方
法
も
こ
れ
ま
で
通
り
運
賃
割
引

証
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
∵

な
お
、
運
賃
割
引
証
は
役
場
住
民
課

窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

いの　ち　を守ろ　う

梁の原因になっています。速度を出せ　．。
ばそれだけ排気ガスが出て地〕威住民の
体に悪影響を与えます。

④　感かな夜や、日曜日の朝きまって目
をさまさせるのが自動車騒音です。騒
音は、神経をいらいらさせ、大変迷惑を及ぼします。
このようなことから、自動墓は速度を出せば出すほど私たち

に悪影響を与えます。自らこのような悪を追放し、地減社会を
明るくするため、皆さんのこ協力をお顧いします。
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日　曜　在　宅　医
3月14日　　入ま工医院　　タ†　科　　　頃　末　601・3320

21年　渡辺医院　外　科　　頃　末　691．2616

4月二、
楠本医院　内・児科：大膳橋　093・24・0385

前原医院　　内・児科　樋　口　　691・0553

診察時間は9時－17時、原則として往診はいたしません。

愛　　の　献　血　　に

◆献血の日時　3月17日10時～16時

◆場　　　所　水巻町町民会館
◆主　　　催　水巻町社会福祉協議会

北九州日赤血液センター


